
院として使命を果たしてきました。総合病院とし

て有機的一体的な診療体制で多様な医療ニーズに

対応するとともに、安全で質の高い医療を提供す

るために、救急医療部門、専門医療部門、中央部

''１１、高度医療センター、障審者医療・リハビリテ

ーション医療部門の５部門に体系化し、２８診療科

を有しています。

急性期医療部門は特に充実しており、高度救命

救急センター、救急センター、脳卒中センター、

心臓血管センター、小児医疲センターの部門が整

備されています。屋上にはヘリポートも設置され、

近畿一円から救急患者を受け入れています。専門

医療部門は28診療科がそれぞれの商度な専門医擁

を行う一方予複数診療科が緊密に協力し集学的治

療を職種的、効率的に行うために高度医療センタ

ーを設けており、現在は、腫癌センター、乳がん

治療乳房再建センター、人工関節センター、消化

器内視鏡センター、糖尿病生活習悩センター、晋

（透析）センターを設置しています。また、大阪

府立身体障害者福祉センター付属病院の合併に伴

い、急性期から１１１１復期に至る一貫したリハビリテ

ーション医学を実施しています。

摘院の理念は「急性期医療から高度な専門医嫌

まで、総合力を生かして良便な医療を提供すると

、

●

〒558-8558大阪市住吉区万代東3-1-56
TEL:06-6692-１２０１／ＦＡＸ:０６-6606-7000
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各科と連携した高い総合力で幅広い疾患に対応
一新たな診療体制の構築めざし､人材育成にも注カー

■病院の沿革

大阪府立急性期・総合医療センターは、大阪の

上町台地の一両、大阪市の南部、住吉区にありま

す。近くには住吉大社があり、古くは紀州、熊野

三山へ通じる熊野街道沿いに発展してきた歴史的

な町並みが残る地域です。周囲には万代池や帝塚

山などの閑静な住宅地域がある一方、天王寺など

の下町らしいにぎわいも感じることができる上地

柄です。Ｊリーグサッカーチームであるセレッソ

大阪の本拠地で、サッカー日韓ワールドカップが

行われた長居競技場もすぐ近くにあり、病棟から

見渡すことができます。

当センターは1955年（昭和30年）１月に「大阪

府立病院」として開院し、半枇紀にわたり大阪府

民に対し、救急救命医療、急性期医療、がん医療、

高度医療、難病医療などの専門医擁を提供する病

ンター

桜のころの病院玄関前
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